
沖縄県大宜味村大兼久方言の記述

 ―格助詞・とりたてを中心に― 

中本謙（琉球大学）

１．沖縄県大宜味村大兼久の概要

大宜味村は、東シナ海に面し、北は国頭村、南は名護市に隣接している。また西は、脊

梁山地となっており、東村に隣接している。東西に 8 ㎞、南北に 14.4 ㎞の広さを持つが、

村の総面積の 76％は森林となっている。 
大兼久は、大宜味村のほぼ中央に位置する。方言の名称ではウフガニク、ハニクと呼ば

れている。隣接する大宜味部落から２７０年ほど前に分離した部落であるといわれており、

イリミ・ハニクと連称されることもある1。

２．沖縄県大宜味村大兼久方言の概要

大宜味村大兼久方言（以下、大兼久方言と称する）は、沖縄本島北部方言に属する。

以下、これまでの調査で得られた資料から、音韻、助詞の主な特徴を示す。

音韻的には、沖縄北部方言に広く見られるように、大兼久方言でも中央語のハ行子音に

対応する p 音、カ行子音に対応するｈ音がみられる。カ行子音、ハ行子音の対応からその

特徴を具体的に示すと次の通りである。

①語頭において中央語のカに対応するものは、/k/→/h/により/ha/となる。

例. [haɡami]（鏡）[haːmi]（亀）

②語頭において中央語のケに対応するものは、/hi/となる。

例. [çiː]（毛）[çibuʃi]（煙）

③語頭において中央語のキに対応する/kʔi/、クに対応する/kʔu/がみられる。

例. [kʔiɴ]（衣）[kʔinnuː]（昨日）[kʔumuɴ]（汲む）

④中央語のコに対応するものの多くは、[hu]となる。

例. [hui]（声）[tahu]（たこ）

⑤中央語のハは、主に[ɸa]に対応する。

例. [ɸaː]（歯）[ɸana]（鼻）[ɸama]（浜）

[pasami]（はさみ）のように[pa]の例も少ないがみられる。 
⑥中央語のヒ、フに対応する語において比較的[pʔ]がみられる傾向がある。[pʔiː]（火）[pʔiɡi]
（髭）[pʔujuː]（冬）

1津波高志他(1982)による。 
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⑦中央語のホは、[puʃi]（星）[ɸuni]（骨）のように[pu]と[ɸu]に対応する。

助詞については、主格の格助詞がガ（が）に統一されていく傾向がみられ、連体用法は

ヌ（の）に統一されていく傾向等がみられる。また、とりたてについても、du（ぞ）の結

びはみられるが、ɡa（が）の結びはみられない等の特徴がある。

 なお、本報告の資料は、1928 年生の女性（生え抜き）によるものである。調査は 2018
年 11 月から 12 月にかけて臨地調査を行った。 

３．人口構成からみた大兼久方言

2018 年 3 月現在、大兼久の人口は１１５名である。大まかな年齢による内訳は以下の通

りである。

年齢 人数

６５歳以上 ４２名

１５歳～６４歳 ６６名

０歳～１４歳 ７名

現在、伝統的な方言が話せる話者は、老年層のみであるため、その人数の少なさが見て

とれる。より古い層の方言を知る 80 代以上となると、さらにその人数は少なくなる。地域

の人々によると、40 代以下の世代は方言が話せない状況にあるようである。 

４．共通語教育と方言教育および方言保存活動

大宜味村でも、かつては方言札が使用されており、本報告の話者の女性も子供のころ見

たことがあり、罰札としての怖いイメージが強かったようである。

 現在、大兼久で方言大会等の方言に関するイベントや活動は特になされていないが、昨

年、大宜味幼稚園で、方言劇、「大宜味ゼーク（大工）」が園児たちよって演じられた。地

元の演題ということもあり好評を博したとのことである。

2016 年 4 月から大宜味村の小学校は、喜如嘉、大宜味、塩屋、津波の４小学校が統合さ

れ新大宜味小学校となっている。統合前の小学校では、いくつか方言の授業実践がなされ

ている。たとえば、喜如嘉小学校では、2015 年に単元名「～地域（喜如嘉・謝名城・田嘉

里）の方言を集めて「方言コレクションボックス」をいっぱいにしよう～」という 4 年生

の授業が酒井里美教諭によって実践されている。これは、方言を「お宝」として捉え、コ

レクションするものである。児童たちは、それぞれ３つの部落のお宝（方言）を地域のお

年寄りを訪ねて聞き取り、互いに紹介し合うことで、地域のことばの多様性、豊かさを実

感している。授業者は、地域と教室を結ぶことで、地域への愛着に基づいた自己肯定感を

育むことにもつながるとみている。
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５．方言資料の作成

大宜味村全体の方言については、名護市史編纂委員会(2006)で地域差も含めて大まかな特

徴が示されている。また各部落単位の資料としては、田嘉里方言の音調体系を示したロー

レン(2004)や津波方言の音韻体系を示した琉球方言クラブ(1992)等がある。

大兼久の方言については、ローレンス(2010)で大宜味村内４地点のアクセントの比較資料

の１地点として示されている。また、大宜味村内のいくつかの部落では、私家版の方言集

なども作成されているが、大兼久については、作成されていない。村内の中では、比較的

方言資料の少ない地域であると言える。

６．大兼久方言の音韻と音声

これまでの調査により確認された拍の表とその語例を示す。

6.1 拍体系表2

/ʔi/ /ʔe / /ʔa/ /ʔo/ /ʔu/ /ʔja/ /ʔwa/ 
イ

[ʔi] 
エ

[ʔe] 
ア

[ʔa] 
オ

[ʔo] 
ウ

[ʔu] 
ツヤ

[ʔja] 
ツワ

[ʔwa] 
/’i / /’e/ / ’u / /’ja/ /’jo / /’ju/ /’we/ / ’wa/ 

イィ~イ
[ji] ~[i]

イェ~エ
[je]~[e]

ウゥ

[wu] 
ヤ

[ja] 
ヨ

[jo] 
ユ

[ju] 
ウェ

[we] 
ワ

[wa] 
/hi/ /he/ /ha/ /ho/ /hu/ /hja/ /hwi/ /hwe/ /hwa/ /hwu/ 
ヒ

[çi] 
ヘ

[he] 
ハ

[ha] 
ホ

[ho] 
フゥ

[hu] 
ヒャ

[ça] 
フィ

[ɸi] 
フェ

[ɸe] 
ファ

[ɸa] 
フ

[ɸu] 
/ kʔi / / kʔu/ /kʔwe/ 
ツキ

[kʔi] 
ツク

[kʔu] 
ツクェ

[kʔwe] 
/ki/ /ke/ /ka/ /ko/ /ku/ /kjo/ /kwa/ 
キ

[ki] 
ケ

[ke] 
カ

[ka] 
コ

[ko] 
ク

[ku] 
キョ

[kjo] 
クヮ

[kwa] 
/ɡi/ /ɡe/ /ɡa/ /ɡo/ /ɡu/ /ɡwa/ 
ギ

[ɡi] 
ゲ

[ɡe] 
ガ

[ɡa] 
ゴ

[ɡo] 
グ

[ɡu] 
グヮ

[ɡwa] 
/tʔi/ /tʔa/ 

ツティ

[tʔi]
ツタ

[tʔa] 

2 語頭において母音単独の前では、/ʔ/グロッタルストップ（声門閉鎖音）があらわれるが、便宜的にカタ

カナ表記では、省略して示す。
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/ti/ /te/ /ta/ /to/ /tu/ 
ティ

[ti] 
テ

[te] 
タ

[ta] 
ト

[to] 
トゥ

[tu] 
/di/ /de/ /da/ /do/ /du/ 
ディ

[di] 
デ

[de] 
ダ

[da] 
ド

[do] 
ドゥ

[du] 
/cʔi/ 
ツチ

[tʃʔi] 
/ci/ /ce/ /ca/ /co/ /cu/ 
チ

[tʃi] 
チェ

[tʃe] 
チャ

[tsa] ~[tʃa] 
チョ

[tʃo] 
ツ

[tsu] 
/si/ /se/ /sa/ /so/ /su/ 
シ

[ʃi] 
セ

[se] 
サ

[sa] 
ソ

[so] 
ス

[su] 
/zi/ /za/ /zo/ /zu/ 
ジ

[dʒi] 
ザ

[dza] 
ゾ

[dzo] ~[dʒo] 
ズ

[dzu] 
/ri/ /re/ /ra/ /ro/ /ru/ 
リ

[ri] 
レ

[re] 
ラ

[ra] 
ロ

[ro] 
ル

[ru] 
/ni/ /ne/ /na/ /no/ /nu/ 
ニ

[ni] 
ネ

[ne] 
ナ

[na] 
ノ

[no] 
ヌ

[nu] 
/pʔi/ /pʔu/ 
ツピ

[pʔi] 
ツプ

[pʔu] 
/pi/ /pe/ /pa/ /po/ /pu/ 
ピ

[pi] 
ペ

[pe] 
パ

[pa] 
ポ

[po] 
プ

[pu] 
/bi/ /be/ /ba/ /bo/ /bu/ 
ビ

[bi] 
ベ

[be] 
バ

[ba] 
ボ

[bo] 
ブ

[bu] 
/mi/ /me/ /ma/ /mo/ /mu/ 
ミ

[mi] 
メ

[me] 
マ

[ma] 
モ

[mo] 
ム

[mu] 
/N/[n, m, ŋ, ɴ]ン 
/Q/ [ p , s , t , k ]ッ 
/i/[ː]  /e/[ː]  /a/[ː]  /o/[ː]  /u/[:] ー

6.2 大兼久方言の拍語例

/ʔi/ 
/ʔe/ 
/ʔa/ 

/ʔo/ 
/ʔu/ 
/ʔja/
/ʔwa/ 

/ ’i /
/ ’e /
/ ’u /

/’ja/
/’jo /
/’ju/

/’we/ 
/ ’wa/

/hi/
/he/
/ha/
/ho/

/hu/
/hja/

/hwi/
/hwe/

/hwa/
/hwu/

/kʔi/ 
/kʔu/ 
/kʔwe/

イ

エ

ア

オ

ウ
ッヤ
ッワ

イィ~イ
イェ~エ
ウゥ

ヤ

ヨ

ユ

ウェ

ワ

ヒ

ヘ

ハ

ホ

フゥ

ヒャ

フィ

フェ

ファ

フ

ツキ
ツク
ツクェ

[ʔi] 
[ʔe] 
[ʔa] 

[ʔo] 
[ʔu] 
[ʔja] 
[ʔwa]

[ji] ~[i] 
[je]~[e]
[wu]

[ja] 
[jo] 
[ju] 

[we]
[wa]

[çi] 
[he] 
[ha] 
[ho] 

[hu] 
[ça] 

[ɸi] 
[ɸe] 

[ɸa] 
[ɸu] 

[kʔi] 
[kʔu] 
[kʔwe] 

イキ[ʔiki]（息） イッカー[ʔikkaː]（イカ）

エンヤサ[ʔenjasa]（勢いをつけるときのかけ声）

アジ[ʔadʒi]（味） アハングヮ[ʔakaŋɡwa]（赤ん坊）

アンマー[ʔammaː]（母）

オーエー[ʔoːeː]（喧嘩） オーゲー[ʔoːɡeː]（扇げ）

ウタハタ[ʔutahata]（弟）ウッケーメー[ʔukkeːmeː]（お粥）
ッヤー[ʔjaː]（お前）
ッワー[ʔwaː]（豚）

イィナグ[jinaɡu]（女）ガイ[ɡai]（カニ）

イェー[jeː]（もう） オーエー[ʔoːeː]（喧嘩）

ウゥトゥ[wutu]（夫） ウゥー[wuː]（芭蕉糸）

ヤー[jaː]（家） ヤムン[jamuN]（痛い）

ヨーバー[joːbaː]（弱い人）

ユラー[juraː]（枝） ユー[juː]（お湯）

ウェンツ[wentsu]（ねずみ）

ワン[waN]（私） シワ[ʃiwa]（心配）

ヒティミティ[çitimiti]（朝） ウゥヒガ[wuҫiɡa]（男）

ヘーン[heːɴ]（帰る）

[haɡami]（鏡） ヌクハン[nukuhaɴ]（暖かい）

ホートゥ[hoːtu]（鳩） ホーン[hoːɴ]（買う）

ホージ[hoːdʒi]（かび）

フゥイ[hui]（声） フゥミ[humi]（米） フゥー[huː]（粉）

ヒャク[çaku]（百）

フィラ[ɸira]（へら） ノーフィン[noːɸiɴ]（もっと）

フェー[ɸeː]（南） イーフェー[ʔiːɸeː]（位牌） 

フェーハン[ɸeːhaɴ]（早い）

ファー[ɸaː]（歯） ファゴーハン[ɸaɡoːhaɴ]（汚い）

フビ[ɸubi]（壁） [ɸuni]（船） サフイ[saɸui]（咳）

ツキンヌー[kʔinnuː]（昨日） ツキム[kʔimu]（肝）
ツクムン[kʔumuɴ]（汲む）
ツクェーン[kʔweːN]（肥える） ツクェー[kʔweː]（鍬）
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オーエー[ʔoːeː]（喧嘩） オーゲー[ʔoːɡeː]（扇げ）

ウタハタ[ʔutahata]（弟）ウッケーメー[ʔukkeːmeː]（お粥） 
ッヤー[ʔjaː]（お前）
ッワー[ʔwaː]（豚）

イィナグ[jinaɡu]（女）ガイ[ɡai]（カニ）

イェー[jeː]（もう） オーエー[ʔoːeː]（喧嘩）

ウゥトゥ[wutu]（夫） ウゥー[wuː]（芭蕉糸）

ヤー[jaː]（家） ヤムン[jamuN]（痛い）

ヨーバー[joːbaː]（弱い人）

ユラー[juraː]（枝） ユー[juː]（お湯）

ウェンツ[wentsu]（ねずみ）

ワン[waN]（私） シワ[ʃiwa]（心配）

ヒティミティ[çitimiti]（朝） ウゥヒガ[wuҫiɡa]（男）

ヘーン[heːɴ]（帰る）

[haɡami]（鏡） ヌクハン[nukuhaɴ]（暖かい）

ホートゥ[hoːtu]（鳩） ホーン[hoːɴ]（買う）

ホージ[hoːdʒi]（かび）

フゥイ[hui]（声） フゥミ[humi]（米） フゥー[huː]（粉） 
ヒャク[çaku]（百）

フィラ[ɸira]（へら） ノーフィン[noːɸiɴ]（もっと）

フェー[ɸeː]（南） イーフェー[ʔiːɸeː]（位牌）

フェーハン[ɸeːhaɴ]（早い）

ファー[ɸaː]（歯） ファゴーハン[ɸaɡoːhaɴ]（汚い）

フビ[ɸubi]（壁） [ɸuni]（船） サフイ[saɸui]（咳）

ツキンヌー[kʔinnuː]（昨日） ツキム[kʔimu]（肝）
ツクムン[kʔumuɴ]（汲む）
ツクェーン[kʔweːN]（肥える） ツクェー[kʔweː]（鍬）
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/ki/ 
/ke/ 

/ka/ 

/ko/ 

/ku/ 

/kjo/ 
/kwa/ 

/ɡi/ 

/ɡe/ 
/ɡa/ 
/ɡo/ 
/ɡu/ 
/ɡwa/ 

/tʔa/ 

/ti/ 
/te/ 
/ta/ 
/to/ 
/tu/ 

/de/ 
/da/ 
/do/ 
/du/ 

/cʔi/ 

/ci/ 
/ca/ 
/co/ 

キ

ケ

カ

コ

ク

キョ

クヮ

ギ

ゲ

ガ

ゴ

グ

グヮ

ツタ

ティ

テ

タ

ト

トゥ

デ

ダ

ド

ドゥ

ツチ

チ

ツァ~チャ

チョ

[ki] 
[ke] 

[ka] 

[ko] 

[ku] 

[kjo] 
[kwa] 

[ɡi] 

[ɡe] 
[ɡa] 
[ɡo] 
[ɡu] 
[ɡwa] 

[tʔa] 

[ti] 
[te] 
[ta] 
[to] 
[tu] 

[de] 
[da] 
[do] 
[du] 

[tʃʔi] 

[tʃi] 
[tsa]~[tʃa] 
[tʃo] 

サキ[saki]（酒） サバキ[sabaki]（櫛）

ウ ッ ケ ー メ ー [ʔukkeːmeː] （ 粥 ） イ ン ケ ー [ʔiŋkeː]
（おじさん）

カツー[katsuː]（鰹） チカハン[tʃikahaɴ]（近い）

ムシカ[muʃika]（もしか）

コーレー[koːreː]（兄弟） コーセー[koːseː]（壊せ）

アイコー[ʔaikoː]（蟻）

クサ[kusa]（草） ハクン[hakuN]（書く）

イキョースン[ʔikjoːsuɴ]（行ける）

クヮーシ[kwaːʃi]（菓子） ナンクヮン[naŋkwaN]（南瓜） 
クヮッキー[kwakkiː]（ご馳走）

ウサギ[ʔusaɡi]（ウサギ） フィンギララン[ɸiŋɡiraraN]
（逃げられない）

ドゥゲン[duɡeN]（転ぶ） ウタゲーン[ʔutaɡeːɴ]（疑う） 
ガイ[ɡai]（カニ） アガイ[ʔaɡai]（東） 
インゴーハン[ʔiŋɡoːhaɴ]（痒い）

グナハン[ɡunahaɴ]（細かい） イィナグ[jinaɡu]（女）

アハングヮー[ʔahaŋɡwaː]（赤ん坊）

ッタイ[tʔai]（二人） ッターチ[tʔaːtʃi]（二つ） 

ティー[tiː]（手） ウティン[ʔutiɴ]（落ちる）

テーゲー[teːɡeː]（大概）

ター[taː]（田） イタ[ʔita]（板）

トー[toː]（平らな）

トゥイ[tui]（鳥） シグトゥ[ʃiɡutu]（仕事）

デークニ[deːkuni]（大根） 
ダキ[daki]（竹） [midariːɴ]（乱れる） 
ドーグ[doːɡu]（道具） 
ドゥゲン[duɡeɴ]（転ぶ） 

ツチー[tʃʔiː]（来て）

チブル[tʃiburu]（頭） ヌーチ[nuːtʃi]（命） チラ[tʃira]（顔） 
チャー[tʃaː]（茶） [ʔatsahaɴ]（熱い）

チョーチョ[tʃoːtʃo]（蝶）

/cu/

/si/
/se/
/sa/
/so/

/su/

/zi/

/za/
/zo/
/zu/

/ri/
/re/
/ra/
/ro/
/ru/

/ni/
/ne/
/na/
/no/
/nu/

/pʔi/ 
/pʔu/ 

/pi/
/pa/
/pu/

/bi/
/be/
/ba/
/bo/
/bu/

ツ

シ

セ

サ

ソ

ス

ジ

ザ

ゾ~ジョ

ズ

リ

レ

ラ

ロ

ル

ニ

ネ

ナ

ノ

ヌ

ツピ
ツプ

ピ

パ

プ

ビ

ベ

バ

ボ

ブ

[tsu] 

[ʃi] 
[se] 
[sa] 
[so]

[su]

[dʒi] 

[dza] 
[dzo]~[dʒo] 
[dzu]

[ri] 
[re] 
[ra] 
[ro] 
[ru] 

[ni] 
[ne] 
[na] 
[no] 
[nu] 

[pʔi] 
[pʔu] 

[pi] 
[pa] 
[pu] 

[bi] 
[be] 
[ba] 
[bo] 
[bu] 

ツクン[tsukuN]（作る） ウフツ[ʔuɸutsu]（大人）

シミ[ʃiʃi]（肉）アンシ[ʔanʃi]（とても）

ファナセー[ɸanaseː]（放せ）

サバキ[sabaki]（櫛） バサ[basa]（馬車）

ソーキ[soːkibuni]（肋骨） ソー[soː]（竿）

ソーガチ[soːɡatʃi]（正月）

スー[suː]（今日） スス[susu]（煤） 

ピンスー[pʔinsuː]（貧相）

ジー[dʒiː]（字） クンジーン[kundʒiːɴ]（崩れる） 

ハジ[hadʒi]（風）

ピザイ[pidzai]（左） ガザミ[ɡadzami]（蚊）

ゾー[dzoː]（門） ジョージ[dʒoːdʒi]（上手）

ズー [dzuː]（尾） ガーズー[ɡaːdzuː]（我の強い者）

マンズー[mandzuː]（パパイヤ）

リカ[rika]（さあ） カリタン[karitaɴ]（枯れた）

インレー[ʔinreː]（入れろ）

ハラジ[haradʒi]（髪） ティラ[tira]（太陽）

インリンロー[ʔinrinroː]（濡れるよ）

ルー[ruː]（胴） ファル[ɸaru]（畑）

ニー[niː]（根） ハニ[hani]（鐘）

ネーグー[neːɡuː]（びっこ）

ナナチ[nanatʃi]（七つ） グナハン[ɡunahaɴ]（細かい）

ノースン[noːsuɴ]（治す）

ヌヌ[nunu]（布） ヌクハン[nukuhaN]（温かい）

ツピー[pʔiː]（火） ツピーザ[pʔiːdza]（山羊）
ツプー[pʔuː]（屁） ツプユー[pʔujuː]（冬）

ピサ[pisa]（足） ピザイ[pidzai]（左）

パサミ[pasami]（ハサミ） パシ[paʃi]（雨戸）

プシ[puʃi]（星） プタ[putaː]（蓋）

フビ[ɸubi]（壁） イビガニ[ʔibiɡani]（指輪）

スベー[subeː]（小便） ハンベー[hambeː]（被れ）

バーキ[baːki]（籠） ナバ[naba]（きのこ）

ボーギリ[boːɡiri]（棒切れ）

ソーキブニ[soːkibuni]（肋骨）
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/cu/ 

/si/ 
/se/ 
/sa/ 
/so/ 

/su/ 

/zi/ 

/za/ 
/zo/ 
/zu/ 

/ri/ 
/re/ 
/ra/ 
/ro/ 
/ru/ 

/ni/ 
/ne/ 
/na/ 
/no/ 
/nu/ 

/pʔi/ 
/pʔu/ 

/pi/ 
/pa/ 
/pu/ 

/bi/ 
/be/ 
/ba/ 
/bo/ 
/bu/ 

ツ

シ

セ

サ

ソ

ス

ジ

ザ

ゾ~ジョ 
ズ

リ

レ

ラ

ロ

ル

ニ

ネ

ナ

ノ

ヌ

ツピ
ツプ

ピ

パ

プ

ビ

ベ

バ

ボ

ブ

[tsu] 

[ʃi] 
[se] 
[sa] 
[so] 

[su] 

[dʒi] 

[dza] 
[dzo]~[dʒo] 
[dzu] 

[ri] 
[re] 
[ra] 
[ro] 
[ru] 

[ni] 
[ne] 
[na] 
[no] 
[nu] 

[pʔi] 
[pʔu] 

[pi] 
[pa] 
[pu] 

[bi] 
[be] 
[ba] 
[bo] 
[bu] 

ツクン[tsukuN]（作る） ウフツ[ʔuɸutsu]（大人）

シミ[ʃiʃi]（肉）アンシ[ʔanʃi]（とても）

ファナセー[ɸanaseː]（放せ）

サバキ[sabaki]（櫛） バサ[basa]（馬車）

ソーキ[soːkibuni]（肋骨） ソー[soː]（竿）

ソーガチ[soːɡatʃi]（正月）

スー[suː]（今日） スス[susu]（煤）

ピンスー[pʔinsuː]（貧相）

ジー[dʒiː]（字） クンジーン[kundʒiːɴ]（崩れる）

ハジ[hadʒi]（風）

ピザイ[pidzai]（左） ガザミ[ɡadzami]（蚊） 
ゾー[dzoː]（門） ジョージ[dʒoːdʒi]（上手） 
ズー [dzuː]（尾） ガーズー[ɡaːdzuː]（我の強い者）  
マンズー[mandzuː]（パパイヤ）

リカ[rika]（さあ） カリタン[karitaɴ]（枯れた）

インレー[ʔinreː]（入れろ）

ハラジ[haradʒi]（髪） ティラ[tira]（太陽）

インリンロー[ʔinrinroː]（濡れるよ）

ルー[ruː]（胴） ファル[ɸaru]（畑）

ニー[niː]（根） ハニ[hani]（鐘）

ネーグー[neːɡuː]（びっこ）

ナナチ[nanatʃi]（七つ） グナハン[ɡunahaɴ]（細かい）

ノースン[noːsuɴ]（治す）

ヌヌ[nunu]（布） ヌクハン[nukuhaN]（温かい）

ツピー[pʔiː]（火） ツピーザ[pʔiːdza]（山羊）
ツプー[pʔuː]（屁） ツプユー[pʔujuː]（冬）

ピサ[pisa]（足） ピザイ[pidzai]（左） 
パサミ[pasami]（ハサミ） パシ[paʃi]（雨戸） 
プシ[puʃi]（星） プタ[putaː]（蓋） 

フビ[ɸubi]（壁） イビガニ[ʔibiɡani]（指輪）

スベー[subeː]（小便） ハンベー[hambeː]（被れ）

バーキ[baːki]（籠） ナバ[naba]（きのこ）

ボーギリ[boːɡiri]（棒切れ）

ソーキブニ[soːkibuni]（肋骨）
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/mi/ 
/me/ 

/ma/ 

/mo/ 
/mu/ 

/N/ 

/Q/ 

/i/ 
/e/ 
/a/ 
/o/ 
/u/ 

ミ

メ

マ

モ

ム

ン

ッ

ー

ー

ー

ー

ー

[mi] 
[me] 

[ma] 

[mo] 
[mu] 

[m,n,ŋ,ɴ] 

[ p,t,k ,s ] 

[i] 
[e] 
[a] 
[o] 
[u] 

ミチャ[mitʃa]（土） [miː]（目） ハーミ[haːmi]（亀）

メー[meː]（前） メーニチ[meːnitʃi]（毎日）

メーシ[meːʃi]（箸）

マーミーサートゥー[maːmiːsaːtuː]（カマキリ）

ジーマミ[dʒiːmami]（地豆） ナマ[nama]（直ぐ）

モーセー[moːseː]（燃やせ）

ムトゥ[mutu]（全部） カムン[kamuɴ]（食べる）

アンマー [ʔammaː] （母） グナハン[ɡunahaɴ]（細かい）

アハングヮー[ʔahaŋɡwaː]（赤ん坊） アンラ[ʔanra]（油） 

テッポー[teppoː]（鉄砲） アックン[ʔakkuɴ]（歩く）

トゥバハッタン[tubahattaɴ]（飛ばされた） ハッサン

[hassaɴ]（軽い）

ミー[miː]（目）

メー[meː]（前）

サー[saː]（下）

オーゲー[ʔoːɡeː]（扇げ）
ツユー[ʔjuː]（魚）

７．大兼久方言の助詞

7.1 格助詞 
7.1.1 ガ ɡa 主格 
人称代名詞、人名、親族呼称につく。

(1) waːɡa ʔikundoː．（私が 行くよ。）

(2) huriɡa  ʔikundoː.（これが 行くよ。）

(3) ʔariɡa  ʔiːtaN.（あれが 言った。）

(4) taruɡa hakuɡa.（誰が 書くのか。）

(5) hanakoɡa  kuːN.（花子が 来る。）

(6) pusumeːɡa  mitʃaːkuN. （おじいさんが ごらんになる）

(7) ɸaːmaːɡa wan ʔabitakuN.（おばあさんが 私を 呼んでいる。）

(8) niːsaŋɡa tsukuri turasanri.（にいさんが つくって くれるよ。）

指示代名詞につく。

(9) huriɡa naɡahaN.（これが 長い。）

(10) humaɡa ʃirahaN.（ここが 涼しい。）

(11) dʒiruɡa takahaiɡa.（どれが 高いか。）

普通名詞につく。

(12) çiːɡa hariːN.（木が 枯れる。）

(13) tuiɡa tubuN.（鳥が 飛ぶ。）

(14) ʔumiɡa ʔarahanu.（海が 荒れる。）

(15) suːja ʔamiɡa ɸundoː.（今日は雨が 降るよ。）

7.1.2 ガ ɡa 目的

(16) sumutʃi hoːiɡa ʔikundoː.（本を 買いに 行くよ。）

(17) ʔumu ɸuiɡa ʔikundoː.（芋を 掘りに 行くよ。）

(18) ʔaʃibiːɡa ʔikaiː.（遊びに 行こうね。）

7.1.3 ヌ nu 主格 

(19) ʔamanu jamanija ɸabunu wunroː.（あの山には ハブが いるよ。）

(20) ʔamanu jamanija ʔiŋkwanu wunroː.（あの山には 犬が いるよ。）

大兼久方言の主格は、「自称・対称の代名詞」「指示代名詞（人、事物）」「人名」「親族呼

称」「一般名詞」すべてガで承ける。しかし、上掲のように一般名詞においてヌで承ける語

もみられる。これまでの調査によると、ガで承ける場合とヌで承ける場合とでは、次のよ

うに意味が異なるとのことが確認された。

ハブの例で示すと、目の前に実際にハブがいる場合は、ガで承け、ʔamanu jamanija
ɸabunu wunroː.（あの山にはハブがいるよ。）のように生息していることは知っているが、

目の前にいない場合には、ヌで承けるとのことである。この区別については、主格助詞が

ガに統合されていくなかで、新たに発生した弁別機能ということも考えられる。周辺地域
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(7) ɸaːmaːɡa wan  ʔabitakuN.（おばあさんが 私を 呼んでいる。）

(8) niːsaŋɡa  tsukuri  turasanri.（にいさんが つくって くれるよ。）

指示代名詞につく。

(9) huriɡa naɡahaN.（これが 長い。）

(10) humaɡa  ʃirahaN.（ここが 涼しい。）

(11) dʒiruɡa  takahaiɡa.（どれが 高いか。）

普通名詞につく。

(12) çiːɡa hariːN.（木が 枯れる。）

(13) tuiɡa   tubuN.（鳥が 飛ぶ。）

(14) ʔumiɡa  ʔarahanu.（海が 荒れる。）

(15) suːja ʔamiɡa ɸundoː.（今日は雨が 降るよ。）

7.1.2 ガ ɡa 目的 
(16) sumutʃi  hoːiɡa  ʔikundoː.（本を 買いに 行くよ。）

(17) ʔumu ɸuiɡa ʔikundoː.（芋を 掘りに 行くよ。）

(18) ʔaʃibiːɡa ʔikaiː.（遊びに 行こうね。）

7.1.3 ヌ nu 主格

(19) ʔamanu jamanija ɸabunu  wunroː.（あの山には ハブが いるよ。）

(20) ʔamanu jamanija ʔiŋkwanu  wunroː.（あの山には 犬が いるよ。）

大兼久方言の主格は、「自称・対称の代名詞」「指示代名詞（人、事物）」「人名」「親族呼

称」「一般名詞」すべてガで承ける。しかし、上掲のように一般名詞においてヌで承ける語

もみられる。これまでの調査によると、ガで承ける場合とヌで承ける場合とでは、次のよ

うに意味が異なるとのことが確認された。

ハブの例で示すと、目の前に実際にハブがいる場合は、ガで承け、ʔamanu jamanija
ɸabunu  wunroː.（あの山にはハブがいるよ。）のように生息していることは知っているが、

目の前にいない場合には、ヌで承けるとのことである。この区別については、主格助詞が

ガに統合されていくなかで、新たに発生した弁別機能ということも考えられる。周辺地域
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も含めて、今後さらに追求していきたい。

7.1.4  φ（無助詞）対象 
共通語の対象（を）に相当する格は、無助詞で表される。

(21) wanja  saki numuN.（酒を  飲む。）

(22) mandzui ʃiɡutu sa.（一緒に 仕事を しよう。）

(23) nuhuɡiʃiː çiː  kʔittʃaN.（鋸で 木を 切った。）

(24) tʃaː  hataku   ʔinriroː（お茶を 濃く 入れろよ。）

 「水が飲みたい」のようないわゆる対象の「が」は、midʒi  mumibusaN のように表される。 

7.1.5 ネー（neː）3 
場所

(25) hanakoːja huzuːkara toːkjoːneː wunroː.（花子は 去年から 東京に いるよ。）

(26) honja humaneː ʔanroː.（本は そこに あるよ。）

(27) ɸaruneː  jasai  ʔuitaN.（畑に 野菜を 植えた。）

(28) tiːneː  kiʒi tʃikitaN.（手に 傷を つけた。）

対象

(29) hanakoːja wubamaːneː  niːtsuN.（花子は おばさんに 似ている。）

 時

(30) hanakoːja ɸatʃiɡwatsuneː heːti kunroː.（花子は ８月に 帰って くる。）

原因

(31) ʔamineː  ʔinritanN.（雨に 濡れた。）

受身

(32) ʔammaːneː nureːkurahattaN.（母に 叱られた。）

(33) taruːja ʔanneː  ɸurahattaN.（太郎は あれに 殴られた。）

3 内間、新垣(2000)では、[nija]（には）の融合したものとの見方が示されているが、大兼

久方言では、助詞[ja]は、承ける語と融合しないので、別の可能生も考える必要がある。 
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も含めて、今後さらに追求していきたい。

7.1.4 φ（無助詞）対象

共通語の対象（を）に相当する格は、無助詞で表される。

(21) wanja saki numuN.（酒を 飲む。）

(22) mandzui ʃiɡutu sa.（一緒に 仕事を しよう。）

(23) nuhuɡiʃiː çiː kʔittʃaN.（鋸で 木を 切った。）

(24) tʃaː hataku ʔinriroː（お茶を 濃く 入れろよ。）

「水が飲みたい」のようないわゆる対象の「が」は、midʒi mumibusaN のように表される。

7.1.5 ネー（neː）3

場所

(25) hanakoːja huzuːkara toːkjoːneː wunroː.（花子は 去年から 東京に いるよ。）

(26) honja humaneː ʔanroː.（本は そこに あるよ。）

(27) ɸaruneː jasai ʔuitaN.（畑に 野菜を 植えた。）

(28) tiːneː kiʒi tʃikitaN.（手に 傷を つけた。）

対象

(29) hanakoːja wubamaːneː niːtsuN.（花子は おばさんに 似ている。）

 時

(30) hanakoːja ɸatʃiɡwatsuneː heːti kunroː.（花子は ８月に 帰って くる。）

原因

(31) ʔamineː ʔinritanN.（雨に 濡れた。）

受身

(32) ʔammaːneː nureːkurahattaN.（母に 叱られた。）

(33) taruːja ʔanneː ɸurahattaN.（太郎は あれに 殴られた。）

3 内間、新垣(2000)では、[nija]（には）の融合したものとの見方が示されているが、大兼

久方言では、助詞[ja]は、承ける語と融合しないので、別の可能生も考える必要がある。

使役

(34) haʒineː tubahattaN（風に 飛ばされた。）

4.1.6  ニ ni 
ni もあらわれるが、用例は少ない。 

場所

(35) toːkjoːni nama tʃittʃaN.（東京に 今 着いた。）

時間

(36) rokuʒini  ʔukitaN（六時に 起きた。）

変化の結果 

(37) midʒiɡa  koːrini  nattaɴ.（水が 氷に なった。）

次のように無助詞であらわされることもある。

(38) ʔaɡaridzo:nu  mitsuoja  ʔisa  nattaɴ.（東門の ミツオは 医者に なった。）

7.1.7  チ tʃi 
方向

(39) ɡakkoːtʃi  ʔikeː．（学校へ  行け。）

(40) naɸaːtʃi ʔikeː（那覇へ 行け。）

(41) ʔjaːja ʔamaːtʃi ʔikeː.（君は あっちへ 行け。）

(42) ɸumaːtʃi kuːba.（ここへ 来い。）

(43) jamaːtʃi nuburaː.（山へ 登ろう。）

(44) ɸintunaːtʃi ʔikundoː.（辺土名へ 行くよ。）

(45) ʔantsuːja ʔumiːtʃibeː  ʔikuɴjaː.（あの人は 海へばかり 行くね。）

(46) pahunu nahaːtʃi ʔinreː.（箱の中へ 入れろ。）

変化の結果

(47) ʔiruɡa ʔakaːtʃi kawataɴ.（色が 赤へ 変わった。）

7.1.8  トゥ tu 
共同動作の相手 
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(48) kʔinnuːja ruʃibitu  ʔaʃiraɴ．（昨日 友達と 遊んだ。）

(49) ʔujatu  mandzuːi  ʔidzaɴ.（親と 一緒に 行く。）

引用

(50) naːja taroːtu  ʔiːɴjaː.（名は 太郎と いうよ。）

7.1.9  カラ kara 
起点

(51) ɸaːmeːja kʔinnuːkara jammeːʃiː  nintuɴ.（祖母は 昨日から 病気で 寝ている。）

(52) basuja   ɸumakara   ʔidʒiɴ.（バスは ここから 出る。）

(53) ʔjaːkara   ʔikeː.（君から行け。）

(54) ʔuɸutsukara  kwaːmari  ʔatsumanriroː.（大人から 子どもまで 集まるってよ。）

手段

(55) ʔanu  ʃimaːtʃija ҫinikara ʔikuɴ.（あの島へは 船で 行く。）

行動場所

(56) ʔottoːja ɸamakara ʔattʃaːkuɴ.（父は 浜を 歩いている。）

7.1.10  ンティ nti 
場所

(57) suːja jaːnti ʔaʃirakuɴ.（今日は 家で 遊ぶ。）

(58) haːnti ʔasidaɴ.（川で 遊んだ。）

(59) haːnti   ʔubukutaɴ.（川で 溺れた。）

7.1.11  シーʃiː 
道具

(60) taroːja boːʃiː saburoː hurutʃaɴ.（太郎は 棒で 三郎を 殴った。）

(61) ɸuriʃiː hakuɴ.（筆で 書く。）

材料 

(62) ʔunu kwaʃija mamiʃiː tsukuɴ.（その 菓子は 豆で 作る。）

原因

(63) haʒiʃiː toːritaɴ.（風で 倒れた。）

手段

(64) naɸamari dʒidoːʃaʃiː ʔidzaɴ .（那覇まで 自動車で 行った。）

ʃiː（で）の承ける体言が、自動車や船等の場合は、自ら運転、操縦する場合である。つま

り移動の手段のための道具として捉えているということであろう。

タクシーやフェリー等、自ら運転、操縦しない移動手段の場合は、ҫinikara(船で)のように

kara を用いる。

7.1.13 ヨーカン joːkaɴ
比較の対象

(65) hurijoːkan ʔariɡamaʃi jeːsa.（これより あれが 良い。）

(66) wanja ʃiːʃijoːkanreː ʔjuːɡa maʃi.（私は 肉より 魚が 良い。）

7.2 とりたて

大兼久方言のいわゆるとりたての助詞は、ja（は）、n（も）、du（ぞ）、 ɡa（か）、madi
（まで）、bikaːn（ばかり）beː（ばかり、だけ）bikeː（ばかり）atai（ぐらい）naː（ずつ）jeːtin
（でも）nreː（など、なんか）が、これまでの調査で確認された。

7.2.1 ヤ ja（は）4 題目の提示

(67) ʔjaːja ʔattsan tʃʔiː turaʃiroː.（君は 明日も 来て くれるかい。）

(68) pʔujuja pʔiːhanu nːkjoːhaɴ.（冬は 寒くて 動けない。）

(69) ʔjaːɡaja hakuɴ.（君がは 書く。）

(70) ʔariɡaja naraɴ.（彼がは できない。）

(71) majaːɡaja kamaɴ（猫がは 食べない。）

(72) sumutʃija hoːranntaɴ.（本は 買わなかった。）

4 沖縄中南部の方言等では、ja（は）は、承ける語の末尾音と規則的に融合する現象がみら

れる。例えば、沖縄奥武方言では、「あれは」は アリ ʔari＋ヤ ja→アレーʔareː、「雲は」

はクム kumu＋ヤ ja→クモーkumoː等のようである。大兼久方言では、このような ja（は）

の融合はみられない。 
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原因  
(63) haʒiʃiː toːritaɴ.（風で 倒れた。） 
 
手段 

(64) naɸamari  dʒidoːʃaʃiː  ʔidzaɴ .（那覇まで 自動車で 行った。） 
 
 ʃiː（で）の承ける体言が、自動車や船等の場合は、自ら運転、操縦する場合である。つま

り移動の手段のための道具として捉えているということであろう。 
 タクシーやフェリー等、自ら運転、操縦しない移動手段の場合は、ҫinikara(船で)のように

kara を用いる。 
 
7.1.13  ヨーカン joːkaɴ 
比較の対象 

(65) hurijoːkan ʔariɡamaʃi jeːsa.（これより あれが 良い。） 
 
(66) wanja ʃiːʃijoːkanreː ʔjuːɡa maʃi.（私は 肉より 魚が 良い。）   
 
 
7.2 とりたて 
 大兼久方言のいわゆるとりたての助詞は、ja（は）、n（も）、du（ぞ）、 ɡa（か）、madi
（まで）、bikaːn（ばかり）beː（ばかり、だけ）bikeː（ばかり）atai（ぐらい）naː（ずつ）jeːtin
（でも）nreː（など、なんか）が、これまでの調査で確認された。 
 
7.2.1  ヤ ja（は）4 題目の提示 
(67) ʔjaːja ʔattsan  tʃʔiː  turaʃiroː.（君は 明日も 来て くれるかい。） 
  
(68) pʔujuja pʔiːhanu  nːkjoːhaɴ.（冬は 寒くて 動けない。） 
 
(69) ʔjaːɡaja  hakuɴ.（君がは 書く。） 
 
(70) ʔariɡaja  naraɴ.（彼がは できない。） 
 
(71) majaːɡaja  kamaɴ（猫がは 食べない。） 
 
(72) sumutʃija  hoːranntaɴ.（本は 買わなかった。） 
 
                                                  
4 沖縄中南部の方言等では、ja（は）は、承ける語の末尾音と規則的に融合する現象がみら

れる。例えば、沖縄奥武方言では、「あれは」は アリ ʔari＋ヤ ja→アレーʔareː、「雲は」

はクム kumu＋ヤ ja→クモーkumoː等のようである。大兼久方言では、このような ja（は）

の融合はみられない。  
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(73) ʔammaːnija  ʔumikitʃi  nureːkurahattaɴ.（母には よく 叱られた。） 
 
(74) wanja  toːkjoːtʃija  ʔikaɴ.（私は 東京へは 行かない。） 
 
(75) ʔottoːtuja  naːɸanti  wakaritaɴ.（お父さんとは 那覇で 別れた。） 
 
(76) ʔanu  ʔinukwakaraja  ɸinɡiraraɴ.（あの 犬からは 逃げられない。） 
 
(77) sammaʃija  kwaːharansanni.（サンマでは 釣れない。） 
   
7.2.2  ン n（も） 事情の似通ったものが他にもあることを言外に示しつつ提示 
(78) ʔarin huriŋ kurahaɴjaː.（あれも これも 美しいね。） 
 
(79) ʔamin  ɸuiʃiɡa  hadʒin  ɸukuɴ.（雨も 降るし 風も 吹く。） 
 
(80) dʒiroːtʃin  taroːtu  ʔinu  saba  koːti  turaseː. 

（次郎にも 太郎と 同じ 草履を 買って あげなさい。） 
 

(81) warankaːn  wakairu  suru.（子どもたちも 分かっている。） 
 
(82) jeː  tarun  ʔuranʃiɡa.（もう 誰も いない。） 
 
(83) tiːn  pisan  jamuɴ.（手も 足も 痛い。） 
 
(84) jamatuːtʃin naɸaːtʃin  ʔidzanu  kutuja  neːɴ. 

（大和へも 那覇へも 行ったことが ない。） 
 
(85) namaja  ʔammaːtun  ʔaːtinneɴ.（今は 母とも 会っていない。） 
 
(86) ʔunu  ʃiɡutuja  ʔjaːn  naimi.（この 仕事は 君も できるか。） 
  
(87) ʔinukwaɡaŋ  kamaɴ.（犬がも 食べない。） 
 
(88) ʔanu  sumutʃin ʔunu  sumutʃin jumuɴ.（あの 本も この 本も 読む。） 
 
(89) ʔammaːkaran  ʔottoːkaran  ɸiŋɡiraraɴ.（母からも 父からも 逃げられない。）   
 
7.2.3  ル ru（ぞ） 強調 

ru（ぞ）でとりたて、「ru 結び形」と呼応する。強意をそえる。ただし、別の結びもある。 
 

(90) dʒiːru  hakuru.（字ぞ 書く。/字を書くのだ。）

(91) namaru  ʔukiːru.（今ぞ 起きる。/今起きるのだ。）

(92) waːɡaru wassairu.（私がぞ 悪い。）

(93) naɸaːtʃiru  ʔikibusairu.（那覇にぞ 行きたい。/那覇に本当に行きたいの意。）

7.2.4  ガ ɡa（か） 自問 
沖縄中南部方言等では、広く ɡa（か）は、[-ra]の形（ラ結び形）と呼応し、疑問をあらわ

す用法がみられた。例えば、沖縄奥武方言では、taːɡaɡa tsuːra wakaraN.（誰が来るかわか

らない。）のような例がある。

しかし、大兼久方言では、このような ɡa（か）の結びは、これまでの調査では確認でき

ず、次のようになる。

(94) taruɡaɡa  kuːɡa  wakaraɴ.（誰が 来るか わからない。）

7.2.5  マリ mari（まで） 到達点 
(95 )ɸarumari  kʔikanroː.（畑まで 聞こえるよ。） 

(96) ʔjaːɡa  hakumari  mattsukunroː.（君が 書くまで 待っている。）

(97) naɡumarija  ruːʃi  ʔikjoːsunroː.（名護までは 1 人で 行くことが できる。）

(98) taroːja  juːɡa  kʔuimari  korataɴ.（太郎は 日が 暮れるまで 来なかった。）

(99) ʔjaːja  jaːmari ʔutti ʔunu  ɸaru hoiruʃiː.
（君は 家まで 売って その 畑を 買うのか。）

7.2.6  ベーbeː（ばかり、だけ） 限定 
(100) ʔamibeː  ɸuiɴjaː.（雨ばかり  降るね。）

(101) ɸuribeː  nukutʃi.（こればかり  残すのか。）

(102) wanja  ʃiːʃibeː kari  kariː.（私は、肉ばかり 食べている。）

(103) ʔjaːbeːni  ʔitʃoːɴroː（君だけに  言って  いるよ。）

7.2.7 ビケーbikeː（ばかり） 限定 
(104) ʔattʃi  dʒippumbikeː   jeːsa.（歩いて 10 分ばかりだよ。）
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(90) dʒiːru  hakuru.（字ぞ 書く。/字を書くのだ。）

(91) namaru  ʔukiːru.（今ぞ 起きる。/今起きるのだ。）

(92) waːɡaru wassairu.（私がぞ 悪い。）

(93) naɸaːtʃiru  ʔikibusairu.（那覇にぞ 行きたい。/那覇に本当に行きたいの意。）

7.2.4  ガ ɡa（か） 自問 
沖縄中南部方言等では、広く ɡa（か）は、[-ra]の形（ラ結び形）と呼応し、疑問をあらわ

す用法がみられた。例えば、沖縄奥武方言では、taːɡaɡa tsuːra wakaraN.（誰が来るかわか

らない。）のような例がある。

しかし、大兼久方言では、このような ɡa（か）の結びは、これまでの調査では確認でき

ず、次のようになる。

(94) taruɡaɡa  kuːɡa  wakaraɴ.（誰が 来るか わからない。）

7.2.5  マリ mari（まで） 到達点 
(95 )ɸarumari  kʔikanroː.（畑まで 聞こえるよ。） 

(96) ʔjaːɡa  hakumari  mattsukunroː.（君が 書くまで 待っている。）

(97) naɡumarija  ruːʃi  ʔikjoːsunroː.（名護までは 1 人で 行くことが できる。）

(98) taroːja  juːɡa  kʔuimari  korataɴ.（太郎は 日が 暮れるまで 来なかった。）

(99) ʔjaːja  jaːmari ʔutti ʔunu  ɸaru hoiruʃiː.
（君は 家まで 売って その 畑を 買うのか。）

7.2.6  ベーbeː（ばかり、だけ） 限定 
(100) ʔamibeː  ɸuiɴjaː.（雨ばかり  降るね。）

(101) ɸuribeː  nukutʃi.（こればかり  残すのか。）

(102) wanja  ʃiːʃibeː kari  kariː.（私は、肉ばかり 食べている。）

(103) ʔjaːbeːni  ʔitʃoːɴroː（君だけに  言って  いるよ。）

7.2.7 ビケーbikeː（ばかり） 限定 
(104) ʔattʃi  dʒippumbikeː   jeːsa.（歩いて 10 分ばかりだよ。）
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7.2.8  ンレーnreː（など、なんか） 例示 
(105)tabakunreː  ɸutʃija  naraɴ.（タバコなど  吸っては  いけない。） 
 
(106)hasanreːja  naː  ʃimusa.（傘なんかは もう  いいよ。） 
 
7.2.9  アタイ atai（ぐらい） 程度 
(107) ʔanuataija  wanun  nairusuru.（あのぐらいは 私も できる。） 
 
7.2.10  ナーnaː（ずつ） 等量の数量・割合・分割等 
(108) ʔikisaːnaː  wakiːɡa.（いくつずつ  分けようか。） 
 
(109) ʔuɸinaː  hajaːseː.（少しずつ  運べ。） 
 
7.2.11  イェーティン jeːtin（でも） 例示 
(110) pʔiːdzajeːtin  kamanriːbaɴ.（山羊でも  食べないってよ。） 
 
 
7.3 連体助詞 
7.3.1  ヌ nu（の）  連体修飾  
人称代名詞、人名、親族呼称、一般名詞、連体の用法はほとんどヌ nu で承ける。  

(111)ɸaːmeːnu ʃiɡutu（おばあさんの 仕事。） 
 
(112)ʔammaːnu  kʔiN.（お母さんの 着物。） 
 
(113)ʔarinu  tuʒi（あれの 妻。） 
 
(114)tarunu  munɡa（誰の ものか。） 
 
(115)puʃinu  naː.（星の 名前。） 
 
(116)çiːnu  ɸaː.（木の 葉。） 
 
7.3.2  ガ ɡa（が） 連体修飾 
ガ ɡa の連体用法例は、かなり少ない。 

(117)hurija  ʔariɡa mundoː．（これは あれの ものよ。） 
 
(118)tʔaiɡa  muN（２人の もの。） 
  
次の自称、対称の代名詞は、無助詞で用いられる。 

(119)hurija   waː muN.（これは 私の もの。）  

 
(120)hurija   ʔjaː muN．（これは お前の もの。） 

  

 

８．大宜味大兼久方言版「おおきなかぶ」 

 

(1) まがはぬ でーくに 
おおきな かぶ 

 
(2) ふすめーが でーくにぬ さに まちゃん  

おじいさんが、かぶの たねを まきました。 
 
(3) あまはぬ あまはぬ でーくにに なれーしむしがやー 

「あまい あまい かぶに なれ。  
 
(4)  まがはぬ まがはぬ でーくにに なれーしむしがやー 

おおきな おおきな かぶに なれ。」 
 
(5) あまはぬ みじらはぬ  

あまい （げんきの よい、）めずらしい 
 
(6) うみきち まがはぬ でーくにが なっとぅん 

とてつもなく おおきい かぶが できました。 
 
(7) ふすめーや でーくに とぅんりーばん 

おじいさんは、かぶを ぬこうと しました。 
 
(8) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(9) いぇーしが でーくにや とぅららんたん 

ところが、かぶは ぬけません。 
 
(10) ふすめーや ふぁーめー あびてぃ ちゃん 

おじいさんは、おばあさんを よんで きました。 
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7.2.8  ンレーnreː（など、なんか） 例示 
(105)tabakunreː  ɸutʃija  naraɴ.（タバコなど  吸っては  いけない。） 
 
(106)hasanreːja  naː  ʃimusa.（傘なんかは もう  いいよ。） 
 
7.2.9  アタイ atai（ぐらい） 程度 
(107) ʔanuataija  wanun  nairusuru.（あのぐらいは 私も できる。） 
 
7.2.10  ナーnaː（ずつ） 等量の数量・割合・分割等 
(108) ʔikisaːnaː  wakiːɡa.（いくつずつ  分けようか。） 
 
(109) ʔuɸinaː  hajaːseː.（少しずつ  運べ。） 
 
7.2.11  イェーティン jeːtin（でも） 例示 
(110) pʔiːdzajeːtin  kamanriːbaɴ.（山羊でも  食べないってよ。） 
 
 
7.3 連体助詞 
7.3.1  ヌ nu（の）  連体修飾  
人称代名詞、人名、親族呼称、一般名詞、連体の用法はほとんどヌ nu で承ける。  

(111)ɸaːmeːnu ʃiɡutu（おばあさんの 仕事。） 
 
(112)ʔammaːnu  kʔiN.（お母さんの 着物。） 
 
(113)ʔarinu  tuʒi（あれの 妻。） 
 
(114)tarunu  munɡa（誰の ものか。） 
 
(115)puʃinu  naː.（星の 名前。） 
 
(116)çiːnu  ɸaː.（木の 葉。） 
 
7.3.2  ガ ɡa（が） 連体修飾 
ガ ɡa の連体用法例は、かなり少ない。 

(117)hurija  ʔariɡa mundoː．（これは あれの ものよ。） 
 
(118)tʔaiɡa  muN（２人の もの。） 
  
次の自称、対称の代名詞は、無助詞で用いられる。 

(119)hurija   waː muN.（これは 私の もの。）  

 
(120)hurija   ʔjaː muN．（これは お前の もの。） 

  

 

８．大宜味大兼久方言版「おおきなかぶ」 

 

(1) まがはぬ でーくに 
おおきな かぶ 

 
(2) ふすめーが でーくにぬ さに まちゃん  

おじいさんが、かぶの たねを まきました。 
 
(3) あまはぬ あまはぬ でーくにに なれーしむしがやー 

「あまい あまい かぶに なれ。  
 
(4)  まがはぬ まがはぬ でーくにに なれーしむしがやー 

おおきな おおきな かぶに なれ。」 
 
(5) あまはぬ みじらはぬ  

あまい （げんきの よい、）めずらしい 
 
(6) うみきち まがはぬ でーくにが なっとぅん 

とてつもなく おおきい かぶが できました。 
 
(7) ふすめーや でーくに とぅんりーばん 

おじいさんは、かぶを ぬこうと しました。 
 
(8) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(9) いぇーしが でーくにや とぅららんたん 

ところが、かぶは ぬけません。 
 
(10) ふすめーや ふぁーめー あびてぃ ちゃん 

おじいさんは、おばあさんを よんで きました。 
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(11) ふぁーめーが ふすめー ひっぱってぃ 
おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 

 
(12) ふすめーが でーくに とぅらーりさしが 

おじいさんが かぶを ひっぱって――。 
 
(13) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(14) いぇーしが でーくにや とぅららんたん 

それでも、かぶは ぬけません。 
 
(15) ふぁーめーや まーが あびてぃ ちゃん 

おばあさんは、まごを よんで きました。 
 
(16) まーがが ふぁーめー ひっぱってぃ 

まごが おばあさんを ひっぱって、 
 
(17) ふぁーめーが ふすめー ひっぱってぃ 

おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 
 
(18) ふすめーが でーくに とぅらーりさしが 

おじいさんが かぶを ひっぱって――。 
 
(19) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(20) なま でーくにや とぅららん 

まだまだ、かぶは ぬけません。 
 
(21) まーがや いぬくゎ そーてぃ ちゃん。 

まごは、いぬを よんで（つれて） きました。 
 
(22) いぬくゎが まーが ひっぱってぃ 

いぬが まごを ひっぱって、 
 
(23) まーがが ふぁーめー ひっぱってぃ 

まごが おばあさんを ひっぱって、 
 
 

(24) ふぁーめーが ふすめー ひっぱってぃ 
おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 

 
(25) ふすめーが でーくに とぅらーりさしが 

おじいさんが かぶを ひっぱって――。 
 
(26) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(27) いかーしん でーくにや とぅららん 

まだまだ、まだまだ、ぬけません。 
 

(28) いぬくゎや まやー そーてぃ ちゃん 
いぬは、ねこを よんで（つれて） きました。 

 
(29) まやーが いぬくゎ ひっぱってぃ 

ねこが いぬを ひっぱって、 
 
(30) いぬくゎが まーが ひっぱってぃ 

いぬが まごを ひっぱって、 
 
(31) まーがが ふぁーめー ひっぱってぃ 

まごが おばあさんを ひっぱって、 
 
(32) ふぁーめーが ふすめー ひっぱってぃ 

おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 
 
(33) ふすめーが でーくに とぅらーりさしが 

おじいさんが かぶを ひっぱって――。 
 
(34) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(35) いぇーしが でーくにや とぅららんたん 

それでも、かぶは ぬけません。 
 
(36) まやーや うぇんつ そーてぃちゃん 

ねこは、ねずみを よんで（つれて） きました。 
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(24) ふぁーめーが ふすめー ひっぱってぃ 
おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 

 
(25) ふすめーが でーくに とぅらーりさしが 

おじいさんが かぶを ひっぱって――。 
 
(26) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(27) いかーしん でーくにや とぅららん 

まだまだ、まだまだ、ぬけません。 
 

(28) いぬくゎや まやー そーてぃ ちゃん 
いぬは、ねこを よんで（つれて） きました。 

 
(29) まやーが いぬくゎ ひっぱってぃ 

ねこが いぬを ひっぱって、 
 
(30) いぬくゎが まーが ひっぱってぃ 

いぬが まごを ひっぱって、 
 
(31) まーがが ふぁーめー ひっぱってぃ 

まごが おばあさんを ひっぱって、 
 
(32) ふぁーめーが ふすめー ひっぱってぃ 

おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 
 
(33) ふすめーが でーくに とぅらーりさしが 

おじいさんが かぶを ひっぱって――。 
 
(34) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(35) いぇーしが でーくにや とぅららんたん 

それでも、かぶは ぬけません。 
 
(36) まやーや うぇんつ そーてぃちゃん 

ねこは、ねずみを よんで（つれて） きました。 
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沖縄県伊平屋村島尻方言 

當山 奈那・目差 尚太 

１ 沖縄県伊平屋村島尻の概要 

伊平屋村は、沖縄島本部半島の北方海上約 40 キロメートルに位置し、伊平屋島・野甫

島の二島からなる。南には無人島である具志川島をはさんで伊是名島がある。沖縄県の有

人島のなかでは最北に位置し、島は北東から南西方向にのびる細長い形で、長さ 14 キロメ

ートル、最大幅約 3 キロメートル、面積 20,66 平方キロメートルである。  
島の骨格をなす山地、丘陵地は島軸に沿って北東から南西方向にならび、5 つほどの山

塊にわかれている。このため、島を洋上から望むと、複数の島々が連なる列島のようにみ

える。山塊を構成する主要地質は琉球石灰岩ではなく、中生代、古生代のチャートと中生

代の砂岩頁岩互層である。山塊間には比較的広い沖積低地が分布し、稲作を支える地形的

基盤をなしてきた。

伊平屋島の集落は東海岸に立地し、北から田名、前泊、我喜屋、島尻の 4 つからなる。

島尻は伊平屋島のなかで一番南西に位置する集落であり、野甫島と伊平屋島とは 1979 年

（昭和 54 年）に架橋された 680 メートルの野甫大橋でつながっている。  
平成 29（2017）年 10 月時点での伊平屋村全体の実人口は 1255 人（593 戸）である。 

２ 伊平屋村島尻方言の概要 

島尻方言とは、ここでは、伊平屋村島尻地区で話されている地域言語のことをさす。伊

平屋村島尻の方言は、UNESCO の Atlas of the World’s lanɡuaɡe in Danɡer にあげられた国頭

語のなかの一つの下位方言である。国頭語は、UNESCO のリストによると、「危険」と判

定されている。

伊平屋方言は、国頭語（沖縄北部沖永良部与論諸方言）の下位言語の山原方言に属する。

音韻的には、北山原方言と p 音を保持せず、hw や h に移行している。また、喉頭音化した

子音も失いつつある。また、k は h に変化しているが、＊e と結合する k は h にはならない。

伊是名方言と共通する特徴として、kui（首）のように、語中の b が w に変化し、さらに消

失する傾向があげられる。

 琉球諸語には、現代日本語のシ中止形、シテ中止形に相当する形式がそれぞれあらわれ

るが、伊平屋、伊是名方言にはシ中止形にʔaN（有り）が融合したシアリ中止形がある。

例えば、june:（読んで）、hue:（降って）など。シアリ中止形は、琉球古典語（オモロ語）

と現代首里方言も有している。ただし、古典琉球語と現代首里方言は、シ中止形、シテ中

止形、シアリ中止形のみっつの中止形が併存しているのに対して、伊平屋方言は、シ中止

形とシアリ中止形は存在するが、シテ中止形が存在していない。さらに、古典琉球語と現

(37) うぇんつが まやー ひっぱってぃ 
ねずみが ねこを ひっぱって、 

 
(38) まやーが いぬくゎ ひっぱってぃ 

ねこが いぬを ひっぱって、 
 
(39) いぬくゎが まーが ひっぱってぃ 

いぬが まごを ひっぱって、 
 
(40) まーがが ふぁーめー ひっぱってぃ 

まごが おばあさんを ひっぱって、 
 
(41) ふぁーめーが ふすめー ひっぱってぃ 

おばあさんが おじいさんを ひっぱって、 
 
(42) ふすめーが でーくに とぅらーりさしが 

おじいさんが かぶを ひっぱって――。 
 
(43) えんやさ こらしょ 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 
 
(44) よーやく でーくにや とぅらったん 

やっと、かぶは ぬけました。 
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